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質問 

専任の管理業務主任者の常勤性についての考え方を教えてください。 

（相談概要）  

東京の事務所で専任の管理業務主任者の登録をしている者が、テレワークで業務を行

う場合は常勤性がないと判断されますか。 

 

  回答 

 

専任の管理業務主任者の常勤性について、以下施行通達により下記下線部分が追記さ 

れました。 

    （令和３年７月１日付 国不参第４３号） 

 マンション管理適正化法第５６条第１項の「専任」とは、原則として、マンション管 

理業を営む事務所に常勤（マンション管理業者の通常の勤務時間を勤務することをい 

う。ＩＴの活用等により適切な業務ができる体制を確保した上で、マンション管理業 

者の事務所以外において通常の勤務時間を勤務する場合を含む。）して、専ら、マン 

ション管理業に従事する状態をいう。 

  

よって、テレワークを行う場合に、ＩＴの活用における業務環境の整備、テレワーク 

を実施していたことが分かる勤怠管理、テレワークを実施していたことを客観的に分 

かる資料の有無等も踏まえて、それに該当する場合は、常勤性を認められることにな 

ります。 
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